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動
物
と
い
う
隣
人

共
感
と
宗
教
か
ら
考
え
る
動
物
倫
理�
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我
々
は
脆
弱
で
依
存
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
動
物
と
い
う
「
隣
人
」
と
共
に
生
き
る
存
在
な
の
だ

本
書
は
、
従
来
の
理
論
に
潜
む
人
間
中
心
主
義
を
克
服
す
べ
く
、
哲
学
と
キ
リ
ス
ト
教
神
学
か
ら
、
共
感
と
ア
ガ
ペ
ー
に
基

づ
い
た
新
た
な
動
物
倫
理
を
構
想
す
る
。
動
物
の
権
利
は
関
係
的
権
利
で
あ
り
、
脆
弱
性
が
権
利
の
源
泉
と
な
る
。
脆
弱
性

に
伴
う
依
存
性
ゆ
え
に
す
べ
て
の
生
は
連
帯
し
、
関
係
的
存
在
と
な
り
う
る
。
脆
弱
性
は
と
き
に
苦
し
み
を
も
た
ら
す
が
、

そ
の
苦
し
み
に
対
す
る
共
感
が
共
同
体
に
お
け
る
合
意
形
成
を
促
し
、
動
物
へ
の
配
慮
を
権
利
化
す
る
。
宗
教
は
、
動
物
を

含
む
す
べ
て
の
生
に
対
す
る
脱
人
間
中
心
主
義
的
な
視
点
を
提
供
し
、
ア
ガ
ペ
ー
と
ケ
ノ
ー
シ
ス
に
基
づ
く
倫
理
的
配
慮
の

可
能
性
を
も
示
唆
す
る
。

2
月
24
日
発
売

著者：きとう・ようこ　東京大学文学部、
京都大学大学院文学研究科で学ぶ。2010
年博士号取得（文学、京都大学）。現在、
同志社大学文学部哲学科准教授。専門は
宗教哲学、キリスト教学、倫理学。著書
に『時間と空間の相克─後期ティリッヒ
思想再考』（ナカニシヤ出版、2018 年）、『技
術の倫理─技術を通して社会がみえる』
（ナカニシヤ出版、2018 年）など。
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2 月の新刊

エリックとマチルダ
ミーシャ・リヒター［作］�
みつじまちこ［訳］�
◆ A4 変型判・32 頁・定価 1980 円

思いを伝える方法って何だろう？
マチルダはかわいいユキガチョウの女の子。エリックは
一目ぼれ。
なんとかマチルダの気を引こうと、後ろ向きで行進したり、逆立ちしてみたり、
変な声で歌ってみたり、おどけた身振りをしてみたりしましたが、マチルダはぜ
んぜん振り向いてくれません。
すっかり落ち込んで悩むエリック。
そんな彼に森の賢者のフクロウが与えたアドバイスとは……

作者のミーシャ・リヒター（Mischa Richter）は、1910 年、
ウクライナのハルキウに生まれた。一家はロシア革命
を逃れ、ミーシャが 7 歳の時にポーランドに、12 歳の
時にアメリカに渡る。イエール大学卒業後、主に雑誌『ニ
ューヨーカー』に風刺漫画を連載し、数十年にわたっ
て人気を博した。2001 年没。

2 月 24 日発売



3 月以降の出版予定から

● 3 月に出た本と雑誌

在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
編

交
差
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
　
新
た
な
連
帯
の
た
め
に

差
別
の
複
雑
な
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
へ
の
抵
抗
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョン
を
与
え
る

「
交
差
性
」
の
概
念
を
手
が
か
り
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
学
び
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
共
闘
す
る
。

寄
稿
者
＝
ニ
ダ
ル
・
ア
ブ
ズ
ル
フ
／
金
城
美
幸
／
北
川
眞
也
／
阿
部
小
涼
／
保
井
啓
志

／
中
村
一
成
／
太
田
昌
囯
／
役
重
善
洋
／
早
尾
貴
紀
。�

四
六
判
・
定
価
２
６
４
０
円

宮
平
望
著

旧
約
聖
書 
文
学
書
　
要
約
と
概
説

新
し
い
旧
約
入
門
シ
リ
ー
ズ
、
第
3
弾
！　

文
学
書
（
ヨ
ブ
記
、
詩
編
、
箴
言
、
コヘ
レ

ト
の
言
葉
、
雅
歌
）
を
章
ご
と
に
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
原
典
に
基
づ
い
て
要
約
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
解
読
す
る
。
創
見
に
満
ち
た
解
釈
を
随
所
に
盛
り
込
む
。
旧
約
聖
書
の
複
雑
多
様

な
世
界
を
読
み
進
め
る
た
め
の
好
個
の
手
引
き
書
。�

Ａ
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ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
リ
ュ
テ
ィ
著
／
宍
戸
達
訳

コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
　
講
解
説
教

傑
出
し
た
ス
イ
ス
の
説
教
者
が一九
五一年
か
ら
五
二
年
に
か
け
て
ベ
ル
ン
の
ミ
ュン
ス
タ
ー
教

会
で
語
っ
た
説
教
。
リ
ュテ
ィ
は
コヘ
レ
ト
を
ニ
ヒ
リ
ス
ト
と
し
て
で
は
な
く
、
神
へ
の
信
仰

に
立
っ
て
自
ら
の
人
生
を
生
き
る
こ
と
を
勧
め
る
人
物
と
し
て
読
み
解
く
。『
伝
道
者
ソ

ロ
モ
ン
』
を
改
訳
・
改
題
し
て
、
今
再
び
送
る
。�
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マ
シ
ュ
ー
・
ホ
ケ
ノ
ス
著
／
穐
田
信
子�

訳

マ
ル
テ
ィ
ン・
ニ
ー
メ
ラ
ー
　
ヒ
ト
ラ
ー
に
逆
ら
っ
た
牧
師
［
仮
題
］

ア
メ
リ
カ
人
教
会
史
家
が
冷
静
な
筆
致
で
著
し
た
最
新
の
評
伝
。
第
一
次
大
戦
で
は
Ｕ

ボ
ー
ト
の
艦
長
と
し
て
戦
い
、
牧
師
に
転
身
し
た
後
も
な
お
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
、
当
初

は
ナ
チ
に
共
鳴
し
た
が
、
や
が
て
批
判
に
転
じ
、
戦
時
下
は
強
制
収
容
所
に
囚
わ
れ
、

戦
後
は
エ
キ
ュメ
ニ
カ
ル
な
場
で
活
躍
し
た
激
動
の
生
涯
。�

四
六
判
・
予
価
３
５
０
０
円

旧
約
聖
書
　
物
語
ら
れ
た
歴
史

Ｂ
・
Ｗ
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
著
／
高
柳
富
夫
訳

１
９
５
７
年
の
初
版
以
来
4
度
に
お
よ
ぶ

改
訂
を
重
ね
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
半
世

紀
以
上
も
旧
約
入
門
・
概
説
書
と
し
て
絶

大
な
信
頼
を
得
て
い
る
名
著
。
著
者
の
流

麗
な
筆
致
は
、
歴
史
的
研
究
、
考
古
学
的

調
査
、
文
学
批
評
、
聖
書
神
学
を
ひ
と
つ

の「
物
語
」に
編
み
込
む
。

�
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福
音
と
世
界

�

◆
定
価
６
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円

2
月
号
　
何
が
「
わ
れ
わ
れ
」
を
つ
く
る
の
か

	
	

―
―
〈
共
感
〉
を
め
ぐ
っ
て

寄
稿
者
：
阿
久
澤
麻
里
子
、
風
巻
浩
、
桜
井
智
恵
子
、
原
由
利
子
、

ジ
ェ
シ
カ
・
カ
ワ
ム
ラ
、
渡
邉
さ
ゆ
り
／
福
嶋
揚 

座
談
会　

教
会
の
人
事
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題 

好
評
連
載　

山
下
壮
起
、
Ｃ
・
Ｊ
・
サ
ン
ダ
ー
ス
＆
Ａ
・
ヤ
ー

バ
ー
、
山
﨑
ラ
ン
サ
ム
和
彦
、
有
住
航
、
田
崎
英
明
、
山
口
陽
一
、

勝
村
弘
也

● 1 月に出た本と雑誌



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
６
０
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送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
７
６
０
円

2023年

3

●
以
前
こ
こ
で
書
い
た
引
っ
越
し
の
件
は
無
事

に
転
居
先
が
見
つ
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
う
し

て
引
っ
越
す
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
家
の

狭
さ
だ
け
で
は
な
く
大
家
と
の
確
執
が
あ
り
ま

し
た
。
う
ち
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
一
昨
年
売
り
に

出
さ
れ
た
の
で
す
が
、
新
し
い
大
家
は
所オ
ー
ナ
ー

有
主

の
権
力
を
笠
に
着
て
入
居
者
に
い
ば
り
散
ら
し
、

突
然
断
水
が
続
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
対
応

を
求
め
て
も
「
俺
の
責
任
じ
ゃ
な
い
」
と
大
声

で
威
圧
さ
れ
る
始
末
。
じ
つ
は
大
家
の
意
向
で

マ
ン
シ
ョ
ン
名
も
変
更
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ

れ
が
最
近
「
入
居
者
の
声
」
に
よ
り
元
の
名
義

に
戻
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
横
暴
に
怒
っ
た
住

民
は
他
に
も
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
ん
な
状
況
下
で
わ
た
し
に
突
き
刺
さ
っ

た
の
が
、
去
年
話
題
に
な
っ
た
映
画
『
バ
ー
バ

リ
ア
ン
』
で
す
。
心
霊
も
の
か
殺
人
鬼
も
の
か
、

は
た
ま
た
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
も
の
な
の
か
、
予
想

を
裏
切
る
演
出
を
繰
り
出
す
快
作
で
す
が
、
個

人
的
に
推
し
た
い
の
は
俳
優
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・

ロ
ン
グ
の
存
在
感
。
彼
は
ラ
ブ
コ
メ
（
自
身
で

製
作
・
脚
本
・
主
演
を
担
当
し
た
『
ウ
ソ
は
ホ
ン

ト
の
恋
の
は
じ
ま
り
』
が
お
も
し
ろ
い
）
と
Ｂ
級

ホ
ラ
ー
（
人
体
実
験
に
よ
り
半
人
半
セ
イ
ウ
チ
に

さ
れ
て
し
ま
う
『
ミ
ス
タ
ー
・
タ
ス
ク
』
！
）、
二

つ
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
ち
合
わ
せ
る
人
物
で
す
が
、

も
っ
と
も
似
合
う
の
は
二
枚
目
と
三
枚
目
の
間

の
よ
う
な
軽
薄
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
同
作
で
は

デ
ト
ロ
イ
ト
で
民
泊
を
経
営
す
る
オ
ー
ナ
ー
と

し
て
登
場
、
金
の
こ
と
し
か
頭
に
な
い
く
せ
に
、

そ
の
場
し
の
ぎ
で
体
裁
だ
け
は
保
っ
て
み
せ
る

ペ
ラ
ペ
ラ
な
人
物
を
見
事
に
演
じ
て
い
ま
す
。

あ
の
大
家
に
も
、
せ
め
て
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ロ

ン
グ
の
よ
う
な
愛
嬌
が
あ
れ
ば
少
し
は
違
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
る
よ
り
も
、
せ
っ
か
く
の
引
っ
越
し
な
の
で
、

引
っ
越
し
に
ま
つ
わ
る
ホ
ラ
ー
映
画
で
も
見
て

気
持
ち
を
高
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。（
堀
）

●
ま
っ
た
く
動
き
の
な
か
っ
た
在
庫
が
急
に
動

き
始
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
場
合
、

大
学
の
先
生
が
参
考
書
に
指
定
し
た
り
、
読
書

会
の
テ
キ
ス
ト
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
す
る
場

合
で
す
が
、
最
近
は
、
影
響
力
あ
る
方
の
ネ
ッ

ト
上
の
言
及
も
あ
り
ま
す
。
一
〇
年
前
に
出
し

た
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
・
フ
ラ
イ
の
『
ダ
ブ
ル
・
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
』
が
、
昨
年
の
暮
れ
か
ら
よ
く
動
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
不
思
議
に
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
松
岡
正
剛
さ
ん
の
書
評
サ
イ
ト
「
千

夜
千
冊
」
第
一
八
一
一
夜
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
を
販
売
部
の
担
当
者
が
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
稀
代
の
大
読
書
人
の
目
に
と
ま
っ
た

こ
と
は
光
栄
で
す
（
私
は
キ
ン
ド
ル
版
『
千
夜
千

冊
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
』
全
二
六
巻
を
携
帯
で
文
字
通
り

携
帯
し
、
そ
ぞ
ろ
に
読
み
進
め
る
こ
と
を
愉
し
み
と

し
て
い
ま
す
）。
そ
ん
な
わ
け
で
フ
ラ
イ
を
久
し

ぶ
り
に
再
読
。
松
岡
さ
ん
の
読
み
に
は
及
び
ま

せ
ん
が
、
私
は
、
事
柄
に
間
接
的
に
し
か
関
わ

れ
な
い
人
間
が
直
接
性
の
幻
想
に
執
着
し
、
そ

れ
故
に
生
じ
る
悲
喜
劇
を
政
治
、
宗
教
、
文
学

な
ど
か
ら
語
り
、
最
善
の
間
接
性
を
愛
に
見
て

い
る
と
読
み
ま
し
た
。
改
め
て
名
著
で
あ
る
と

確
信
（
訳
も
良
い
！
）。
お
勧
め
で
す
。（
小
林
）

【
書
評
】
カ
ル
ヴ
ァ
ン
『
共
観
福
音
書
下
』�

…
…
山
口
希
生

【
好
評
連
載
】

◆
フ
ッ
ド
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ズ 

9�

…
…
…
…
…
山
下
壮
起

◆
教
会
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン 

11 

サ
ン
ダ
ー
ス
、
ヤ
ー
バ
ー

◆「
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
」
を
読
む 

14�

…
…
…
山
口
陽
一

◆
新
約
釈
義　

ル
カ
福
音
書 

15
…
…
山
﨑
ラ
ン
サ
ム
和
彦

◆
間
隙
を
思
考
す
る� �

非
同
時
代
性
の
た
め
に�

24
…
田
崎
英
明

◆
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
文
学
史
序
説 

25�

…
…
…
…
勝
村
弘
也

◆
霊
性
の
エ
コ
ロ
ジ
ー�

あ
る
い
は
ア
ニ
マ
＝
マ
テ
リ
ア�

25�

村
澤
真
保
呂

◆
福
音
の
フ
ラ
グ
メ
ン
ト 

26�

…
…
…
…
…
…
…
有
住
航

人
権
を
ま
な
び
ほ
ぐ
す
―
―
ケ
ア
と
正
義
を�

む
す
び
つ
け
る
た
め
に�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
本
隆
史

人
権
と
動
物
の
権
利�

―
―
権
利
の
源
泉
と
し
て
の
脆
弱
性�

　
　
　
　

鬼
頭
葉
子

医
療
と
人
権
―
―
「
病
む
こ
と
の
無
い
人
格
」
と�

「
共
苦
」
の
観
点
か
ら�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
岡
良
彦

人
権
回
復
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
し
て
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト�

神
学
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